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有効期限／平成２７年７月１日～平成２７年１２月３１日
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金壱千円

平成２７年
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い
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に

　
　ご
注
意
下
さ
い

地
元
店
専
用
券

有効期限
／平成２７

年７月１
日～平成

２７年１２
月３１日

平成２７年

500￥500￥500￥
金 五 百 円

プレミアム付き(20％ )商品券で
地元でお得なお買い物!

プレミアム付き商品券
（総額１億８千万円）発売

【販 売 価 格】　１セット10,000円（1,000円券10枚・500円券4枚　12,000円分）

	 500円券は地元店専用、1,000円券は全参加店共通

【販 売 限 度 額】　１戸当たり50,000円

	 ①本日、全世帯に配布される申込書にてご購入ください。

	 ②購入は先着順、完売次第終了です。

【発売日・場所】　第１回　６月28日（日）・29日（月）　中央公民館

	 	 ６月30日（火）～　　　　　会津坂下町商工会

	 第２回　７月26日（日）　　　　 　　中央公民館

	 	 ７月27日（月）～　　　　　会津坂下町商工会

【利 用 期 間】	 ７月１日（水）～ 12月31日（木）

【取 扱 店 舗】	 本日、別に配布されるチラシをご覧ください。

【問い合わせ先】	 会津坂下町商工会　☎	83－3139

　町では、町内施工業者への発注・施工による住宅改修費用を支援するため、プレミアム住まいる券を交付します。

【対象工事】	 個人住宅及び店舗兼用住宅のリフォーム工事など

	 ※12月末までに工事が完了するもの

【発 行 額】	 対象工事の10％分を交付します。　交付限度額10万円（千円単位）

【申込受付】	 10月23日（金）まで　※申請受付中（先着順）

【そ の 他】	 詳細は、４月10日配布の『募集開始のお知らせ』をご覧ください。

【問い合わせ先】	 建設課　都市土木班　☎	84－1506

○プレミアム付き商品券（こたけちゃん商品券）

○多子世帯子育て応援商品券

○プレミアム住まいる券

☆アンケートにご協力ください
　プレミアム付き商品券などは国の地方創生にかかる地域消費喚起・生活支援型交付金を活用しています。

商品券などの購入の際にアンケートをお渡ししますので、今後の施策に活かすため、ご協力をお願いします。

　町では、多子世帯の子育てを応援するため、子育て応援商品券を交付します。

【対　　象】　町内に住所があり、18歳未満（平成９年４月２日以降生まれ）のお子さんが３人以上いる世帯

【交 付 額】　第３子以降の人数に応じ10,000円

	 （例）　18歳未満のお子さんが４人の場合　

	 　　　10,000円×２人（第3.4子分）＝20,000円

【申　　請】　申請期間は６月２日（火）～６月30日（火）です。忘れずに申請してください。

	 ６月17日（水）～６月23日（火）は午後７時まで受付窓口を延長します。（土日を除く。）

	 ６月１日から対象者へ申請書を送付します。

【申請場所】	 役場南分庁舎（旧福島銀行）

【そ の 他】	 商品券の利用できる商店および利用期間は、上記のプレミアム付き商品券と同じです。

【問い合わせ先】	 子ども課　子ども支援班　☎	84－3712

６月28日(日)から
販売開始!!

あいづばんげを
元気にしよう!!
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平成27年度
「子育て世帯臨時特例給付金」申請受付中

　消費税率引上げの影響などを踏まえ、子育て世帯に対して、臨時特例的な給付措

置として「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます。

　この給付金を受け取るには、平成27年５月31日時点で住民票のある市区町村への

申請が必要になります。 

　対象となる方は、申請期間内に申請していただくようお願いします。 

支給要件・申請方法 会津坂下町での支給対象者

※ 該当される方には申請書を直接郵送してあります。

　子育て世帯臨時特例給付金の該当者で、平成27年度児童手当現況届の提出

が必要な方には、６月上旬に児童手当現況届と一緒に郵送してあります。

※ 住民税の申告をしていない（未申告）方は、支給対象になりませんので、

 　必ず申告をしてください。

 ［支給対象者］

　　次の全ての要件を満たす方が対象です。 

　　１. 平成27年５月31日現在　会津坂下町に住所を有すること。

　　２. 平成27年６月分の児童手当の受給者であること。

　　　  平成27年６月分の特例給付の受給者は支給対象になりません。

※特例給付の受給者とは、平成26年中の所得が、児童手当の所得制限限度額以上である方(児童１人

　当たり月額一律5,000円が支給されている方)をいいます。

※所得制限限度額は、扶養親族の数で変わりますが、概ね620万円を超える所得になります。

 ［支給額］

　　対象児童１人につき　 3,000円

 ［対象児童］

　　平成27年６月分の児童手当の対象となる児童 

※「臨時福祉給付金」の対象となる児童及び生活保護制度の被保護者にあたる児童についても対象となり

　ます。臨時福祉給付金の対象となる場合は、別途申請が必要となり申請受付は８月頃を予定しています。

　なお、該当者には申請書が届きます。

※〈注意点〉平成27年６月１日から給付金の支給決定までの間に亡くなられた児童は対象外になります。

 ［申請方法］

　　申請期間　６月２日（火）～ ９月30日（水） 

　　提出書類　子育て世帯臨時特例給付金（平成27年度）申請書（請求書）　

　　　　　　　※児童手当入金口座以外の口座を希望される場合は、次の書類が必要です。

　　　　　　　　本人確認書類(運転免許証、保険証などの写し)、通帳の写し

　　申請・問い合わせ先 

　　　　　　　　子ども課　子ども支援班（南分庁舎１階）

　　　　　　　　☎ 84―3712 （内線406） 

子ども課　子ども支援班からのお知らせ
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総務課　危機管理班からのお知らせ

第１編　総則編
総則 計画の目的および方針などを記載

会津坂下町の概要 災害要因・住民の責務などを記載

第２編　一般災害対策編

災害予防計画災害
災害を予防するために平常時から事前準備として

行う対策

応急対策計画災害 大規模な災害が発生した場合の対策

復旧対策計画 被災からの復旧・復興対策

第３編　地震災害対策編

総則
計画の目的および方針や会津坂下町の地震災害な

どを記載

災害予防計画
地震災害に対応するため平常時から事前準備とし

て行う対策

災害応急対策計画 大規模な地震災害が発生した場合の対策

災害復旧対策計画 被災からの復旧・復興対策

第４編　事故対策編
総則、航空災害対策、鉄道災害対策、道路災害対策、危険物等災害対策、

大規模な火事災害対策、林野火災対策

第５編　原子力災害対策編
総則 ( 原子力防災対策の特殊性および複合災害への備え )、原子力災害

事前準備、原子力災害応急対応、原子力災害中長期対策

参考・資料編 防災関係条例、用語の解説、土砂災害危険箇所、指定避難所他

拘束力 避難情報 状況（町の行動） 住民の方々に求める行動

弱

避難準備

情報

人的被害が発生するおそれが高まった状況

住民の方々に避難の準備を促し、避難に時間がかかる

避難行動要支援者の方々に速やかに安全な場所（指定

避難所）に避難していただくために発令します。

避難に時間がかかる避難行動要

支援者を、地域の住民の方々は

声をかけあって支援し避難行動

を開始してください。

避難勧告

人的被害が発生する可能性が明らかに高まった状況

対象地区の住民の方々に対し、避難の為の立ち退きを

勧め、または促すために発令します。

住民の方々と声をかけあって、

全ての方が避難を開始してくだ

さい。

強

避難指示

人的被害が発生する危険性が非常に高まった状況

被害が発生する危険性が目前に迫っている場合に速や

かに避難させるために発令します。

避難していない場合は、速やか

に避難しましょう。

〇　計画の体系

　　会津坂下町地域防災計画は、５編で構成し、それぞれの災害について定めています。

〇　避難行動

※	屋外を移動して避難することによりかえって危険がおよぶおそれがある場合に限り、

　	屋内での退避など安全確保の措置を指示することもあります。

この地域防災計画は、中央公民館図書室や町ホームページで閲覧できます。

〇　指定避難所の見直し

　≪新たに「健康管理センター」を福祉避難所として指定しました≫

　一般の避難所では生活することが困難な要配慮者を、健康状態に応じて安心して避難生活ができ

る体制を整備します。（開設期間は、原則、災害発生の日から起算して７日以内とします。）

災害発生 指定避難所 避難者の状態に応じた対応

⇒ ⇒

安否確認・避難支援 専門職などによるアセスメント

指定避難所

福祉避難所

緊急入所

緊急入院

【問い合わせ先】　総務課　危機管理班　☎ ８４―１５３３
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地域防災計画（平成26年修正）を策定しました

公助：町や防災関係機関などによる救助活動や支

援物資の提供など「公的支援のこと」

共助：地域の要配慮者の避難に協力したり、地域

の方々と協力して消火・救助活動を行うなど「周り

の人たちと助け合うこと」

自助：家庭で日頃から災害に備えたり、災害時に

は事前に避難準備したりするなど「自分で守るこ

と」

　「会津坂下町地域防災計画」は、「災害対策基本法」第42条規定に基づき、会津坂下町防災会議が

作成するものです。

　災害対策基本法第２条第１号で規定している災害に関し、町民、事業者、防災関係機関等が相互

に連携し、「自助」「共助」「公助」を実現し、その所掌する災害予防対策、災害応急対策、復旧対

策を実施することにより、地域や町民の方々の生命、身体および財産を災害から守ることを目的と

しています。

　会津坂下町防災会議（会長：会津坂下町長、構成機関24機関、委員総数32名）では、大雨、地震、

さらには、原子力災害の発生など、様々な災害に対応するため、「会津坂下町地域防災計画」を策定

しました。

〇　改正の背景

　町では、阪神・淡路大震災を契機として、平成17年に全面見直しを行いましたが、直後に中越地震、

平成23年３月には東日本大震災、また全国的に発生している自然災害の教訓を生かして、防災基本計

画と福島県地域防災計画が改正されました。

　こうした背景をもとに、会津坂下町地域防災計画を全面改正しました。

〇　改正の基本方針

　（１）過去の大災害などからの教訓を反映する。

　（２）自助・共助・公助の役割を再度明確化し、それぞれの主体の力を強めるための方策を一層推

　　		進する。
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記
の
団
員
に
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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生活課　福祉健康班からのお知らせ

●
な
ぜ
内
臓
脂
肪
が
多
い
と
悪
い
の
だ

ろ
う
・
・
・

　
内
臓
脂
肪
か
ら
分
泌
さ
れ
る
物
質
に

は
、
私
た
ち
の
身
体
に
と
っ
て
と
て
も

良
く
な
い
作
用
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
脂
質
に
関
す
る
こ
と

・
中
性
脂
肪
を
増
や
す
。

・
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
。

・
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
。

②
血
糖
に
関
す
る
こ
と

・
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
悪
く
す
る
。

・
血
糖
値
を
上
げ
る
。

③
血
圧
に
関
す
る
こ
と

・
血
圧
を
上
げ
る
。

●
「
メ
タ
ボ
」
っ
て
よ
く
聞
く
け
ど
・
・
・

　
最
近
で
は
、「
メ
タ
ボ
」「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉

は
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、「
メ
タ

ボ
」
＝
「
太
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
本
当
の
意
味

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

「
メ
タ
ボ
」
の
本
当
の
意
味
は
、

「
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
血
圧
、
血
糖
が
高
く

な
っ
た
り
、
血
中
の
脂
質
が
異
常

を
起
こ
し
た
り
し
て
、
食
事
や
運

動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改
善
し
な

け
れ
ば
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な

ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
状
態
」

の
こ
と
で
す
。

目
を
そ
ら
さ
な
い
で
・
・
・

　

一
緒
に
生
活
し
て
い
る
こ
の
「
内
臓
脂
肪
」
が
、
将
来

自
分
自
身
の
身
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
な
ん
て
。

へそ

背中側

内臓脂肪型肥満

日立健康管理センター提供

ＣＴの腹部断面図

特
定
健
診
の
ス
ス
メ

７
月
か
ら
総
合
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す
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心
疾
患
の
発
症
危
険
度

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

０

１.０

５.１ ５.８

０ ０ ０ ３～４

危険因子数

35.8 倍

（肥満、高血圧症、糖尿病、脂質異常症など）

●
内
臓
脂
肪
が
血
管
を
傷
つ
け
る
!?

　
内
臓
脂
肪
が
原
因
の
肥
満
が
あ
る

と
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常

症
な
ど
の
危
険
因
子
が
重
な
る
こ
と
が

多
く
、
血
管
が
傷
つ
け
ら
れ
、
動
脈
硬

化
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
が
引
き
金
と

な
り
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心

臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
と

い
っ
た
「
心
血
管
病
」
が
発
症
す
る
危

険
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
危
険
因
子
が
な
い
人
の
発
症
危
険
度

を
１
と
し
た
場
合
、
３
つ
以
上
危
険
因

子
が
重
な
る
と
、
心
疾
患
に
な
る
危
険

度
は
35
．８
倍
へ
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
死
の
四
重
奏
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　
私
た
ち
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
は
身

体
の
仕
組
み
の
こ
と
や
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
み
な

さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ

う
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
、
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
・
・
・

私
た
ち
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち

は
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
通
じ

て
、
み
な
さ
ん
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

●
生
活
習
慣
病
は
川
の
流
れ
の
よ
う

に
・
・
・

　
血
圧
や
血
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
値
が
軽
度
の
異
常
で

あ
っ
て
も
、
数
が
増
え
る
こ
と
で
加
速

度
的
に
心
筋
梗
塞
や
脳
血
管
疾
患
を
発

症
す
る
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
、
生
活

機
能
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
危
険

因
子
は
偶
然
に
重
な
る
の
で
は
な
く
、

過
食
や
運
動
不
足
と
い
っ
た
生
活
習
慣

に
よ
っ
て
生
じ
る
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が

基
盤
と
な
っ
て
出
て
き
ま
す
。
太
っ
て

い
る
こ
と
自
体
が
悪
い
の
で
は
な
く
、

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
問
題
な
の
で
す
。

●
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
。

ど
う
や
っ
て
見
つ
け
れ
ば
・
・
・

　
危
険
因
子
が
増
え
る
こ
と
で
発
症
の

危
険
性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
逆

に
危
険
因
子
を
減
ら
せ
ば
発
症
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
発
症
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
放
っ
て
お
く
と
確

実
に
進
行
・
悪
化
し
ま
す
。
自
覚
症
状

が
出
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。

　
病
気
で
苦
し
む
前
に
、
自
覚
症
状
が

出
る
前
に
、
判
断
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
れ
は
・
・
・

毎
年
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
血
圧
や
血

糖
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
動

脈
硬
化
の
危
険
因
子
を
判
断
す
る
た
め

の
指
標
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分

自
身
の
身
体
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
83
―

１
０
０
０

生活習慣病の発症

動脈硬化の進行

虚血性心疾患や脳卒中、

糖尿病合併症などを発症
生活機能の低下

（半身まひ、認知症など）
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こんにちは「会津坂下町地域包括支援センター」です
　地域包括支援センターでは、高齢者の方々に関する様々な相談や支援を行っています。

今回は、支援事業の中の「認知症サポーター養成講座」を紹介します。

●認知症サポーターとは？

　認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族を見守る「応援者」のことです。

ボランティアとして、認知症の人や家族を応援し、だれもが安心して暮らしやすい地域を作るため、

それぞれができる範囲で活動します。

　認知症サポーターになるには、養成講座を受講していただき、認知症についての正しい知識を学ん

でいただきます。

●認知症サポーター養成講座を受講するには？

　講座開催の際は、町広報などでお知らせします。どなたでも参加できますのでお気軽にお問い合わ

せください。また、会津坂下町の各団体、グループでの開催も可能ですので、ご相談ください。

　この認知症サポーター養成講座は、全国で地域ごとに展開されている講座です。認知症サポーター

を一人でも増やし、安心して暮らせる町をみんなで作っていきましょう。

　　ご依頼の場合・・

　　　○日時　　月曜日～金曜日　（時間帯はご相談ください）

　　　○場所　　各地区コミュニティセンターや集会所など

＜問い合わせ先＞　　　　　　

　会津坂下町地域包括支援センター

　☎ ８４－２７００

※地域包括支援センターでは、主任ケアマネージャー、

　社会福祉士、保健師などが中心になって高齢者の支援

　を行います。お気軽にご相談ください。

悩み、疑問、相談ごと・・

一人で抱え込んでいませんか？

〒

坂下南小文

会津農林高文

会津坂下町
地域包括支援センター
会津坂下町
地域包括支援センター

坂下局坂下局

坂下南幼稚園坂下南幼稚園

会津坂下駅会津坂下駅

◎ 会津坂下町役場◎ 会津坂下町役場

〈 地　図 〉
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平成27年度より介護保険料が変わりました

※世 帯…原則として４月１日現在での住民票上の世帯。ただし、４月２日以降に町外から転入さ	

	 れた場合や年齢が65歳になった場合、その年度はそれぞれ、転入日・年齢到達日現在の	

	 世帯。

※合 計 所 得…前年の収入金額から必要経費などに相当する額を控除した金額。譲渡所得の特別控除や	

	 損失などにかかる繰越控除を行う前の金額。

※年 金 収 入…税法上課税対象となる公的年金（国民年金、厚生年金など）の収入。ただし課税対象と	

	 ならない年金（遺族年金、障害年金など）は含まれません。

※老齢福祉年金…明治44年4月1日以前に生まれた人などで、一定の所得がない人や他の年金を受給できな	

	 い人に支給される年金。

段階 対象となる方 乗率 年間保険料

第 1 段階

本
人
が
住
民
税
非
課
税

同じ世帯

に住民税

課税者が

いない

生活保護被保護者、老齢福祉年金

受給者、前年の合計所得と年金収

入の合計が 80 万円以下

基準額× 0.45 33,000 円

第 2 段階
前年の合計所得と年金収入の合計

が 80 万円超 120 万円以下
基準額× 0.75 54,900 円

第 3 段階
前年の合計所得と年金収入の合計

が 120 万円超
基準額× 0.75 54,900 円

第 4 段階 同じ世帯

に住民税

課税者が

いる

前年の合計所得と年金収入の合計

が 80 万円以下
基準額× 0.90 65,900 円

第 5 段階
前年の合計所得と年金収入の合計

が 80 万円超
基準額 73,200 円

第 6 段階

本
人
が
住
民
税
課
税

前年の合計所得が 120 万円未満 基準額× 1.20 87,900 円

第 7 段階 前年の合計所得が 120 万円以上 190 万円未満 基準額× 1.30 95,200 円

第 8 段階 前年の合計所得が 190 万円以上 290 万円未満 基準額× 1.50 109,800 円

第 9 段階 前年の合計所得が 290 万円以上 基準額× 1.70 124,500 円

　介護保険料が下表のとおり変わり、所得段階も所得水準に応じた保険料とするため６段階から９段階に

変更しました。この保険料は平成27年度から平成29年度までの３年間の適用となります。

　なお、平成26年分所得の申告が６月に確定しますので、平成27年度介護保険料の確定通知を７月中に第

１号被保険者（65歳以上の人）にお送りします。

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班　☎ ８４―１５１３

生活課　保険年金班からのお知らせ
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ふくしま駅伝 会津坂下町チーム始動！参加者募集！
◇第２７回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

　第27回ふくしま駅伝は11月15日（日）に開催されます。現在、大会出場に向けてメンバーの確保など準

備作業を進めています。

　会津坂下町チームは毎年、上位入賞を果たしているものの、16名のチーム編成にひと苦労しています。

　そこで、ふくしま駅伝の練習会が始まることを町民のみなさまに知ってもらい、練習会に参加して会津

坂下町のために走っていただけるメンバーを募集しています。また、自薦他薦問わずランナーに関する情

報収集もしています。

活動時期：７月５日（日）より　毎週日曜日 開催

活動場所：ばんげひがし公園鶴沼球場

対　　象：中学生男女・高校生男女・一般男女

準 備 品：走れる服装（ランシャツ・ランパン・シューズ）で参加ください。

◇今までふくしま駅伝を経験したメンバーは総勢700名を超えます。長距離

　走は「練習が辛い、忍耐強く、我慢強くないとできない」と思われがちです。

　会津坂下町チームは監督・コーチ陣をはじめ、町教育委員会を中心に町陸

　上競技協会、坂下走友会など、多くの仲間が支え、つらい中にも楽しく親

　しみやすいスポーツ環境づくりを目指して運営しています。

　ぜひ、ふくしま駅伝会津坂下町チームに力をお貸しください。

【問い合わせ先】　特定非営利活動法人スポーツクラブバンビィ　（町民体育館内）　☎	８３－２３０１

　　　　　　　　教育課　社会文化班　　　　　　　　　　　　（中央公民館内）　☎	８３－３０１０

　文部科学省が実施している「体力・運動能力調査」によれば、子どもの体力・運動能力は昭和60年から

低下してきたと言われています。

　そこで、スポーツクラブバンビィでは『バンビィランニングクラブ』を立ち上げます。

　スポーツの基本となる『走ること』の重要性を伝え、子どもの体力・運動能力の向上はもちろん、ス

ポーツをするための時間・場所・仲間を確保し、『走ること』の楽しさを伝える目的で開催しますので、

参加お待ちしています。

◇活動時期：６月20日（土）～10月までの期間、月２回開催（第１・３土曜日　午前９時30分～11時）

◇活動場所：坂下南小学校グランド　ほか（ランニングができる会津管内の公園）

◇活動内容：①スポーツの基本である『走ること』の楽しさを伝える。

　　　　　　②基本的体力を養うために遊び（昔遊び・鬼ごっこ）などを含んで実施します。

　　　　　　③クラブを通した仲間づくりや団体でのルールを教えます。

　　　　　　④10月18日（日）のあいづばんげ『いにしえ街道』マラソン大会に参加します。

◇対象定員：小学３～６年生で先着20名

◇参 加 費：バンビィの会員登録（年会費：2,500円）が必要です。

　　　　　　また、活動費として1,500円いただきます。

　　　　　　※すでにバンビィ登録している会員は活動費のみを集めます。

◇準 備 品：運動しやすい服装・タオル・飲み物 などを持参してください。

◇申込方法：申込用紙を準備していますので、下記事務局までお越しください。

～スポーツの基本となる『走ること』の楽しさを伝えたい～

バンビィランニングクラブ　参加者募集中！

　
５
月
27
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
バ
ン
ビ
ィ

デ
ー
」
で
は
、
早
朝
か
ら
夜
ま
で
多
く
の
町
民
の
方
々

が
様
々
な
運
動
に
取
り
組
み
、合
計
で
４
４
０
８
人
（
５

月
28
日
現
在
）
の
方
が
バ
ン
ビ
ィ
デ
ー
に
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
！
（
参
加
率
27
．08
％
）

　
各
地
域
で
は
、
昨
年
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
築

か
れ
た
地
区
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
地
区
民
の
絆
づ

く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
バ
ン

ビ
ィ
デ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
健
康
と
向
き
合
い
、

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
や
運
動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

① 

古
坂
下
（
ラ
ジ
オ
体
操
）

② 

大
江
（
ラ
ジ
オ
体
操
）

③ 

金
上
（
ゴ
ミ
拾
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

④ 

沼
越
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

⑤ 

見
明
（
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

⑥ 

塔
寺
（
ラ
ジ
オ
体
操
）

⑦ 

気
多
宮
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

⑧ 

㈱
佐
藤
電
設
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
）

※

バ
ン
ビ
ィ
デ
ー
の
取
組
み
一
例
で
す
。

バ
ン
ビ
ィ
デ
ー

①① ③③

⑤⑤

②② ④④

⑥⑥ ⑦⑦ ⑧⑧
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５
月
27
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
バ
ン
ビ
ィ

デ
ー
」
で
は
、
早
朝
か
ら
夜
ま
で
多
く
の
町
民
の
方
々

が
様
々
な
運
動
に
取
り
組
み
、合
計
で
４
４
０
８
人
（
５

月
28
日
現
在
）
の
方
が
バ
ン
ビ
ィ
デ
ー
に
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
！
（
参
加
率
27
．08
％
）

　
各
地
域
で
は
、
昨
年
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
築

か
れ
た
地
区
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
地
区
民
の
絆
づ

く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
バ
ン

ビ
ィ
デ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
健
康
と
向
き
合
い
、

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
や
運
動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

① 

古
坂
下
（
ラ
ジ
オ
体
操
）

② 

大
江
（
ラ
ジ
オ
体
操
）

③ 

金
上
（
ゴ
ミ
拾
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

④ 

沼
越
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

⑤ 

見
明
（
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

⑥ 

塔
寺
（
ラ
ジ
オ
体
操
）

⑦ 

気
多
宮
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

⑧ 
㈱
佐
藤
電
設
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
）

※

バ
ン
ビ
ィ
デ
ー
の
取
組
み
一
例
で
す
。

バ
ン
ビ
ィ
デ
ー

①① ③③

⑤⑤

②② ④④

⑥⑥ ⑦⑦ ⑧⑧
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町史編さんだより

　「
親
が
木
を
植
え
、
息
子
が
金
を
蓄
え
、

孫
が
建
て
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
昔
の

人
は
長
期
計
画
で
家
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
建
築
資
金
も
か
か
り
ま
し
た

が
、
百
年
、
二
百
年
と
長
持
ち
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
に
は
、
思

い
出
と
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
人
が
家

を
造
り
、
家
が
人
を
育
て
る
の
で
す
。

　
全
国
に
は
、「
飛
騨
の
匠
」
な
ど
出
身

地
の
地
名
を
冠
に
持
つ
大
工
が
い
ま
す
。

会
津
で
は
、「
越
後
大
工
」
が
有
名
で
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
は
農
閑
期
に
出
稼
ぎ
す

る
大
工
集
団
で
、「
越
後
大
工
と
常
磐
の

鳥
は
、
い
つ
も
春
来
て
秋
帰
る
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
田
植

え
や
稲
刈
り
の
繁
忙
期
に
は
家
に
帰
り
、

そ
れ
が
済
む
と
再
び
大
工
と
し
て
出
稼
ぎ

地
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

　
越
後
大
工
と
い
っ
て
も
、
柏
崎
大
工
や

出
雲
崎
大
工
、
間
瀬
大
工
な
ど
い
く
つ
か

の
出
身
地
に
分
か
れ
、
会
津
に
は
間
瀬
大

工
が
多
く
い
た
よ
う
で
す
。

　
冠
名
の
間
瀬
は
、
新
潟
市
岩
室
町
（
旧

西
蒲
原
郡
岩
室
村
）
の
日
本
海
に
面
し
た

集
落
の
名
で
、
南
に
吉
田
町
、
東
は
弥
彦

村
に
接
し
て
い
ま
す
。
同
姓
が
多
く
、
集

落
の
三
分
の
一
が
「
田
中
」
姓
で
、
柏
木
・

立
島
・
石
塚
・
幸
村
・
阿
部
と
続
き
ま
す
。

　
岩
室
町
の
資
料
『
間
瀬
郷
土
史
』
に
は
、

「
天
正
年
間
に
能
登
方
面
か
ら
の
移
住
が

あ
り
、
次
い
で
加
能
方
面
よ
り
名
工
が
来

て
大
工
を
し
た
の
が
当
村
大
工
職
の
始
め

と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
徳
川

初
期
に
は
じ
ま
る
大
工
職
は
堂
営
大
工
と

し
て
世
に
知
ら
れ
、
文
化
文
政
期
に
は
最

も
宣
伝
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
工
と
い
え
ば

会
津
に
働
き
に
行
く
と
決
ま
っ
た
状
態
に

な
り
、「
間
瀬
大
工
」
と
ま
で
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　
新
潟
県
立
文
書
館
所
蔵
の
「
慶
応
二
年
」

の
間
瀬
地
区
関
係
資
料
に
は
、
こ
の
年
に

出
稼
ぎ
に
出
た
多
く
の
大
工
職
人
が
記
さ

れ
て
お
り
、
坂
下
町
に
は
束
原
に
二
人
、

開
津
に
二
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
こ
の
家
を
建
て
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　『
会
津
坂
下
町
史
民
俗
編
』
や
『
会
津

坂
下
町
の
伝
説
と
史
話
』
な
ど
に
は
、
大

徳
寺
（
牛
沢
）
が
善
右
衛
門
と
い
う
間
瀬

大
工
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
棟
梁
が
中
政
所
の

住
家
を
建
て
た
記
録
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。

江
川
和
宏
家
（
上
金
沢
）
か
ら
も
間
瀬
大

工
が
関
係
す
る
建
物
で
あ
る
と
の
一
報
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
江
川
家
に
は
天
保
八

年
に
建
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
墨
書
の
板
図

が
残
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

	

町
史
編
さ
ん
室
　
☎
83
―

３
０
１
０

坂
下
と
越
後
の
交
流

�

《
間
瀬
大
工
》

五浪美術記念館より

６月８日（月）～７月３日（金）ま

では、展示替のため休館となります。

７月４日（土）より『三浦麻梨乃展』

を開催します。

小動物の銅版画作品などを展示しま

すので、ぜひご来館ください。

※　	は休館日です。

▼問い合わせ先　教育課　社会文化班　☎８３－３０１０

６月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

７月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

写真：江川和宏家
天保８年墨書銘の板図
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食育だより

【問い合わせ先】　健康管理センター　☎	８３―１０００

その66

　昨年度は、『地場産品をもっと知ろう』をテーマにワークショップを行

いました。当町には様々な特産品がありますが、私たちはそうした特産品

に日常的に囲まれており、その違いに気づきにくくなってきています。

　そこで、他の地域の商品と比較することで、地場産品への理解を

深めることができました。米、日本酒、そば、馬肉、地野菜、牛乳

の計６品を他地域のものと食べ比べして、地場産品の良さを再確認

しました。

～会津坂下町商工会青年部の取り組み～

☆★６月19日　食育の日・家庭料理の日★☆

桜えびごはん
～作り方～
①　玉ねぎ、にんじんはみじん切りにする。

②　フライパンに油と桜えびを入れて熱して、香りがでたら

　　玉ねぎ、にんじんを加えて炒める。

③　②にＡの調味料と、ごはんを加えて軽く炒める。

④　③を器に盛ったら、青のりをかけて完成。

認定農業者会より～６月出荷予定の野菜～　

	 さやいんげん、きゅうり、トマト、ほうれん草、小松菜などの葉物

　今年度の活動予定

　当青年部と交流のある「鹿児島市」と「道の駅あいづ」との双方の特産品の販売を予定しており、進め

ているところです。他地域の食に興味をもってもらうことが、地元の食に興味をもってもらう一助になれ

ばいいと思っています。こういった事業を通して、一人でも多くの方に会津坂下町の食について考え、興

味をもっていただければ幸いです。

　これからも青年部活動が、地域経済の発展に繋がるようにみんなで力を合わせて頑張ります。

地元のものを

間違えるはず

ないよね！！

私たち会津坂下町商工会

青年部は、様々な業種が

集まる青年団体です。

材料４人分
・ごはん茶碗	 4杯

・桜えび 大さじ4

・玉ねぎ 2/3個

・にんじん 1/2本

・青のり 少々

・油	 少々

・昆布茶（粉末）	 小さじ1

・しょうゆ 小さじ4

・酒 大さじ2
{Ａ

【1人分　約210kcal、塩分　0.7ｇ】
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図書室だより

図書室利用時間のご案内

開館時間　午前8時30分～午後5時

木曜日のみ午前8時30分～午後7時

� （毎月第2火曜日は定休日）

☆新着本の紹介☆

　　[本のタイトル] 　[著者名] 　[出版社]

◇新しい会津古代史 鈴木啓/著 歴史春秋出版

◇火花 又吉直樹/著 文藝春秋

◇過ぎ去りし王国の城 宮部みゆき/著 KADOKAWA

◇ナイルパーチの女子会 柚木麻子/著 文藝春秋

◇不思議駄菓子屋銭天堂；3 廣嶋玲子/作 偕成社

◇空へ いとうみく/作 小峰書店

◇失われた６つの物語（ガフールの勇者たち） キャスリン・ラスキー /作 KADOKAWA

☆ほかにも新着本がまだまだありますので、ぜひ図書室へお越しください。

☆おすすめの新着本☆

アレンデール王国のなかよし姉

妹、エルサとアナ。氷で閉ざされ

た国に夏がもどり楽しい毎日。「ア

ナと雪の女王」その後の物語。

物語
『アナと雪の女王：愛さ

れるエルサ女王 』

エリカ・デイビッド/文

KADOKAWA

テニスに出会った日からこれまで

の苦悩と決意。錦織選手自身がブ

ログでつづってきた軌跡を単行本

化した本です。

ノンフィ

クション
『頂点への道』

過去の罪を悔い改め生きてきた男

につきつけられる約束。罪とは何

か、償いとは何かを問いかける長

編ミステリー。

小説 『誓約』

薬丸岳/著

幻冬舎

錦織圭、
秋山英宏/著

文藝春秋

アメリカのファーストレディ

となり、不況や人種差別など

の問題に立ち向かい、国連代

表のひとりとして世界のため

につくした女性です。

『エレノア・ルーズベルト（学

修漫画世界の伝記NEXT）』

よしまさこ/漫画
　　

集英社

夜空にかがやく星座の神話を

わかりやすく紹介する入門

書。初めて星空観察をする人

のために星座を探すコツも紹

介しています。

星座神話と星空観察（子供の

科学・サイエンスブックス）』

沼澤茂美、
脇屋奈々代/著
誠文堂新光社

《ソロプチミスト文庫おすすめ本》

☆ご寄付いただきました☆

国際ソロプチミストばんげ様よ

り、児童図書購入費としてご寄

付いただきました。子どもたち

のために、児童図書を購入させ

ていただきました。ありがとう

ございました。

あづま号図書貸出開始のお知らせ

今春も、県立図書館の移動図書館

『あづま号』より、約500冊の本

を借受けしました。さまざまな

ジャンルの本がありますので、ぜ

ひご利用ください。

《あづま号図書おすすめの本》

☆小説『杉下右京の密室』

 碇卯人 著　
 朝日新聞出版

☆物語『魔女のシュークリーム』

 岡田淳 作・絵
 BL出版

梅雨の季節、雨などで本を濡らさないようにご注意願

います。また、冷たい飲み物を一緒にかばんに入れて

おくと、ボトルの外に出来た水滴で本を濡らしてしま

うこともありますのでお気をつけください。

図書室からのお願い

場所：中央公民館和室

日時：６月29日（月）

　　　午前9時～正午
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TOWN TOPICS

齋藤町長の

　みなさんは、町を訪れた方から町の自慢できるところを尋ねられたとき、自信を持って

すぐに答えることができるでしょうか。会津人は奥ゆかしさを持つ半面、情報発信があま

り得意ではないといわれています。

　町では、６月から地域資源や特産品のＰＲなどに取り組んでいただく、地域おこし協力

隊（物産コーディネーター）１名をお迎えしました。

　地域おこし協力隊は、人口減少や高齢化などの課題を抱える地方自治体が都市地域から

住民を受け入れ、地域おこし活動や農林水産業、住民の生活支援などに従事してもらい、

その地域への定住・定着を図る取り組みとして注目されています。

　地域の活性化には、若者（熱意）・よそもの（新たな視点）・ばかもの（アイディアマン）

の存在が必要だといわれています。地域おこし協力隊という新しい風がみなさんの身近なところで吹き始めまし

た。地域おこし協力隊といっしょに、ふるさとを再認識し、地域の宝を大切にしながら、会津坂下町を全国に売

り込むためのもう一歩を踏み出しましょう。

※地域おこし協力隊の活動については、７月号以降で詳しくお知らせします。

新しい風

故 三
みとみ

富要
かなめ

氏が
旭日単光章を受章

　元町議会議員の故三富要氏が、平

成27年２月11日付けで、旭日単光章

を受章されました。

　平成８年から20年まで、議会運営

委員長をはじめとする要職に就任さ

れ、3期12年のながきにわたり、何よ

りも住民目線を重視し、町の発展の

ためにご尽力されました。

　４月24日に町長室で、奥様の三富

八千代さんに勲章が伝達され、「こ

のたびの叙勲に対し、大変感謝申し

上げます。ありがとうございました。」

とお礼を述べられました。

※旭日単光章は、各分野で顕著な功

績のあった方で、基準を満たす方に

贈られるものです。

　福島県測量設計業協会より、道の

駅「あいづ湯川・会津坂下」へ標高

の石碑が寄贈されました。

　標高碑の幅は45㎝、厚さ20㎝、高

さ35㎝であり、黒御影石でできてい

ます。

　標高碑には、道の駅の標高184.90

ｍと、緯度、経度も記されています。

　標高は磐梯山の約10分の１程度と

なります。正面入口の時計柱の横に

設置されましたので、道の駅にお立

ち寄りの際には、会津盆地を見渡し

ながら、ぜひご覧ください。

道の駅あいづへ
標高碑の寄贈

　５月14日、県が発表した今年度の

各種功労者知事表彰の表彰式が福島

市で行われ、平成６年以来20年余り

にわたり保護司として地域の犯罪予

防活動や社会福祉の向上に寄与した

功績をうけて、小久保榮一さんが社

会福祉功労者に表彰されました。小

久保さんは今回の表彰について「周

囲の方々の支えがあって今まで続け

てくることができました。来年の定

年まで今後も精一杯頑張っていきま

す。」と喜びと抱負を述べました。

小
こ く ぼ

久保榮
えいいち

一さん（天屋）
社会福祉功労者県知事表彰
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TOWN TOPICS

　５月13日に坂下南幼稚園、５月21

日に坂下東幼稚園でさつまいもの苗

植えが行われ、年長組の子どもたち

が一人一本ずつ苗を植えました。さ

つまいもの他に、坂下南幼稚園では

トマト、ピーマン、かぼちゃ、ナス、

坂下東幼稚園では落花生が植えられ、

苗植えを終えた子どもたちは「おい

しい野菜ができますように！」と自

分たちで植えた野菜の成長を楽しみ

にしている様子でした。

坂下南幼稚園

坂下東幼稚園

大運動会

　５月23日、坂下南・坂下東小学校の両校で大運動会が盛大に開催されま

した。紅白代表リレーや綱引き、騎馬戦など、児童たちは競技にも応援に

も熱の入った様子で、多くの声援や喜びの声が校庭に響き渡りました。

坂下南小テーマ

深い絆と強い心　紅白団結！　南小大運動会！

坂下東小テーマ

もえろ！ かがやけ！ 紅組・白組！ ゴールに向かって走りぬけ！

坂下南・坂下東幼稚園
さつまいも苗植え



　町では、例年敬老会の席上、金婚

祝のご夫婦とともに、結婚60周年祝

のご夫婦の表彰を行っています。人

生80年の時代を迎えたとはいえ、夫

婦そろって結婚60年の記念すべき年

を迎えることは誠に喜ばしいことで

す。

　町を挙げてお祝いしたいので、該

当する方はぜひお申し込みください。

▼表彰該当要件

①昭和30年1月1日～同年12月31日ま

　でに結婚したご夫婦

②会津坂下町民であるご夫婦

▼受付期間

　８月27日（木）まで

※賀詞、記念品などの準備のため期

　間厳守とさせていただきます。受

　付期間終了後の申込者は、次年度

　に表彰となります。

▼申込方法

　下記の申込用紙に必要事項を記入

し郵送または持参してください。

▼申し込み・問い合わせ先

　生活課　福祉健康班

　社会福祉係（③番窓口）

　☎ 84-1522

　〒969-6592

　会津坂下町字市中三番甲3662

結婚60周年祝の表彰

TOWN TOPICS

氏　　名 年　齢
電　話
番　号夫 歳

妻 歳
結　婚
年月日

昭和30年　　 月　　 日

住
所 会津坂下町

結婚60周年祝　申  込  用  紙
き　　り　　と　　り

　５月22日、坂下中学校柔道部が平

成27年度マルちゃん杯全国大会出場

の報告に町役場を訪れました。坂下

中学校柔道部は５月10日に岩手県で

行われた東北大会で優勝し、さらに

３年生の佐々木海翔くんが最優秀選

手に選ばれました。主将の手塚隆之

介くんは「全国大会まで基礎の練習

からしっかり取り組み、全国優勝を

目指したいです。」と９月22日に東

京武道館で開催される全国大会へ向

けての意気込みを述べました。

坂下中学校柔道部
マルちゃん杯全国大会出場

　４月24日に坂下南幼稚園、４月22

日に坂下東幼稚園で、保護者も参加

しての交通安全教室が開催されまし

た。坂下警察署職員から「道路を横

断する際には右、左を確認して、手

を挙げて横断してください。」と説

明を受けると、園児たちは元気良く

返事をして話を聞いていました。

　交差点では、保護者と手をつなぎ、

通行する車に分かるようにしっかり

手を上げて横断していました。

坂下南・坂下東幼稚園で
交通安全教室開催

坂下南幼稚園

坂下東幼稚園
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募　

集

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
の
２
次
募
集
に
つ
い
て

　「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
公
益
的
な
事
業

を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
て
、
事
業

費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
補
助
限
度
額
　

　
１
団
体
１
件
に
つ
き
10
万
円
（
食

　
料
費
・
人
件
費
は
対
象
外
）　

▼
募
集
期
間
　
６
月
30
日
（
火
）

▼
対
象
団
体
　

　
公
益
活
動
を
実
施
す
る
団
体
、
行

　
政
区
な
ど

▼
対
象
事
業

　
公
益
的
な
活
動
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
、
地
域

交
流
、
地
域
課
題
に
対
応
し
た
活

動
事
業
（
従
来
か
ら
の
活
動
や
営

利
目
的
の
活
動
、
他
に
補
助
金
な

ど
を
受
け
て
い
る
活
動
は
対
象
外
）

※
審
査
委
員
会
が
審
査
し
、
対
象
事

　
業
を
選
定
し
ま
す
。

▼
補
助
期
間
　

　
　
原
則
１
年
で
す
が
、
３
年
を
限

　
度
に
継
続
を
認
め
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
政
策
財
務
課
　
政
策
企
画
班

　
☎
84
―

１
５
０
４

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
☎
84
―

２
１
３
５

※
申
請
書
類
も
置
い
て
あ
り
ま
す

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　
夏
休
み
や
土
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
者
・
募
集
方
法

○	

町
内
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒

に
６
月
中
旬
ま
で
に
学
校
を
通
し

て
募
集
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

応
募
く
だ
さ
い
。

○
町
内
在
住
で
町
外
の
学
校
に
通
学

　
し
て
い
る
生
徒
は
中
央
公
民
館
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
町
内
・
町
外
と
も
随
時
受
け
付
け

　
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館
　
☎
83
―

３
０
１
０

健
康
・
子
育
て

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

　
毎
年
６
月
に
、
６
月
１
日
現
在
の

状
況
を
記
載
し
た
児
童
手
当
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
町
が
受
給

要
件
を
確
認
し
ま
す
。
こ
の
届
出
を

し
な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
既
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

▼
提
出
期
限
　
６
月
30
日
（
火
）

▼
提
出
先

　
子
ど
も
課
　
子
ど
も
支
援
班
（
南

　
分
庁
舎
１
階
）

　
☎
84
―

３
７
１
２

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日
　
6
月
11
日
（
木
）

▼
場
所
・
時
間

○
Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
坂
下
総
合
支
店

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
坂
下
厚
生
総
合
病
院

　
午
後
２
時
～
５
時

▼
対
象
者

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

　
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
　
男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
　
女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

　
く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー	

　
☎
83
―

１
０
０
０

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
の
実
施

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
22
日

（
月
）
か
ら
６
月
28
日
（
日
）
ま
で

の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
と
し
て
、

い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
虐
待
、
体
罰

な
ど
、
子
ど
も
の
抱
え
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
強
化
週
間
の
期
間

以
外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

に
お
い
て
も
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　
６
月
22
日
（
月
）
～
28
日
（
日
）

▼
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
た
だ
し
、
６
月
27
日
（
土
）・
28

（
日
）
は
、
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
☎
０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
・

　
福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
☎
０
２
４
―

５
３
４
―

１
９
９
４

★広報あいづばんげ 縦42mm×横171mm 20,000円

縦 42mm×横 84mm 10,000 円

★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※ 料金は、1 か月の金額です。

（年間契約の場合、割引有り）

広報紙自らの財源を生み出すため、「広報あいづばん

げ」と「会津坂下町ホームページ」に『有料広告』を掲載し

ています。

只今、平成２７年度分の掲載広告を募集しています。

年間通しての掲載には割り引きもありますので、ぜひ

この機会にご検討ください。

６
月
10
日
（
水
）
は
児
童
手
当

の
支
給
日
で
す

　
今
回
支
給
さ
れ
る
の
は
、
平
成
27

年
２
月
～
５
月
の
児
童
手
当
で
す
。

個
別
に
振
込
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

通
帳
記
帳
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
課
　
子
ど
も
支
援
班

　
☎
84
―

３
７
１
２
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暮
ら
し

農
業
者
年
金
受
給
者
の
方
へ

　「
農
業
者
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」

の
用
紙
が
5
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所
を
ご
記
入
の
う
え
（
印
鑑
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）、
忘
れ
ず
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
提
出
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
年
金

の
支
払
い
が
差
し
止
め
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
場
所

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役
場
２
階
）

　
生
活
課
戸
籍
環
境
班
（
役
場
１
階
）

▼
提
出
期
限

　
６
月
30
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会

　
☎
84
―

１
５
３
4

原
発
事
故
に
伴
う
東
京
電
力
に

よ
る
立
木
賠
償
に
つ
い
て

　
福
島
県
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
伴
う
森
林
の
賠
償
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
対
象

○
し
い
た
け
原
木
の
出
荷
が
制
限
さ

　
れ
て
い
る
広
葉
樹

○
針
葉
樹
（
次
の
条
件
を
全
て
満
た

　
す
場
合
）

▼
条
件

○
平
成
23
年
3
月
11
日
時
点
で
所
有

　
し
て
い
た
こ
と

○
所
有
し
て
い
る
森
林
に
１
筆
以
上

　
広
葉
樹
林
が
あ
る
こ
と

○
平
成
23
年
3
月
11
日
時
点
で
、
そ

　
の
広
葉
樹
が
20
年
生
以
下
で
あ
る

　
こ
と

▼
そ
の
他

○
受
付
は
６
月
以
降
開
始
予
定

○
固
定
資
産
課
税
明
細
書
を
ご
準
備

　
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
地
方
森
林
組
合

　
☎
26
―

２
３
５
５

第
29
回
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

表
彰
に
つ
い
て

　
結
婚
し
て
50
年
、
ご
夫
婦
が
力
を

合
わ
せ
て
良
き
家
庭
を
つ
く
り
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
、
今
日
の
豊
か
な

社
会
を
築
き
上
げ
た
功
績
は
誠
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

ご
労
苦
に
対
し
、
金
婚
を
迎
え
る
ご

夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
祝

福
し
ま
す
。

※	

本
年
は
昭
和
40
年
に
結
婚
し
、
金

婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に

結
婚
さ
れ
、
ま
だ
金
婚
表
彰
を
授

与
さ
れ
て
い
な
い
ご
夫
婦
も
該
当

と
な
り
ま
す
。

※	

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
自
己
申
告

制
度
で
の
お
申
し
込
み
と
な
り
ま

す
。

▼
申
込
期
限
　

　
７
月
10
日
（
金
）

▼
申
込
先
　
会
津
坂
下
町
老
人
ク
ラ

　
ブ
連
合
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

▼
表
彰
　
町
敬
老
会
の
席
上
で
表
彰

　
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
83
―

１
３
６
８

　
生
活
課
　
福
祉
健
康
班
（
③
番
窓

　
口
）　
☎
84
―

１
５
２
２

催
し
・
講
座

第
２
回
ば
ん
げ
・
ま
ち
な
か
ゼ

ミ
ナ
ー
ル

　
知
り
た
か
っ
た
あ
ん
な
こ
と
、
こ

ん
な
こ
と
・
・
・
お
店
の
方
が
教
え

て
く
れ
る
！

　
町
内
の
各
小
売
店
で
無
料
（
一
部

材
料
代
が
か
か
る
講
座
が
あ
り
ま

す
。）
の
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
６
月
13
日
（
土
）
の

御
田
植
祭
開
催
日
程

　
御
田
植
祭
を
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

○
７
月
６
日
（
月
）

　
七
夕
書
道
展

○
７
月
７
月
（
火
）

　
早
乙
女
踊
り
・
神
輿
渡
御
・
山
車

　
巡
行

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
御
田
植
祭
実
行
委
員
会

　（
会
津
坂
下
町
観
光
物
産
協
会
）

　
☎
83
―

２
１
１
１

秋
ま
つ
り
開
催
日
程

　
平
成
27
年
度
秋
ま
つ
り
は
、
９
月

第
３
土
・
日
曜
日
が
お
彼
岸
に
あ
た

り
ま
す
の
で
左
記
の
開
催
日
程
と
な

り
ま
す
。

▼
日
程

○
９
月
12
日
（
土
）
宵
祭
り

○
９
月
13
日
（
日
）
本
祭
り

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
観
光
物
産
協
会

　
☎
83
―

２
１
１
１

会
津
坂
下
町
地
域
づ
く
り
講
演
会

「
柳
澤
秀
夫
氏
講
演
会
」

　
～
国
際
報
道
の
現
実
～

　
会
津
若
松
市
出
身
で
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解

説
委
員
長
の
柳
澤
秀
夫
氏
を
迎
え
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
聞
き
く
だ
さ
い
。
海
外
で
特
派
員

や
支
局
長
を
歴
任
し
、
帰
国
後
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
に
就
任
し
中
東
情
勢

を
担
当
し
、
様
々
な
番
組
に
出
演
。

現
在
は
『
あ
さ
イ
チ
』
に
出
演
中
！

▼
日
時

　
６
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時

▼
場
所

　
中
央
公
民
館
　
大
研
修
室

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
・
コ
ミ

　
セ
ン
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館
　

　
☎
83
―

３
０
１
０

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す

　
福
島
県
は
、
地
域
創
生
に
関
す
る

計
画
策
定
の
た
め
、
次
に
よ
り
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
無
作
為
抽
出
に
よ
り
該
当
さ
れ
た

方
に
は
、
福
島
県
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
期

　
６
月
郵
送
予
定

▼
調
査
内
容

○
結
婚
等
意
識
調
査

　
対
象
者
：
18
歳
～
49
歳
の
方

○
定
住
意
識
調
査

　
対
象
者
：
５
年
以
内
に
県
外
か
ら

　
本
町
へ
転
入
さ
れ
た
世
帯
主
の
方

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
期
間

　
６
月
20
日（
土
）～
７
月
20
日（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
商
工
会

　
☎
83
―

３
１
３
９
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▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

　

火
災
か
ら
あ
な
た
の
命
を
守
る

　

住
宅
用
火
災
報
知
器

▼
火
遊
び
注
意
！

　
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
が

全
国
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
夏
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
花
火
な
ど

火
を
使
用
す
る
と
き
に
は
、
正
し
い

火
の
取
り
扱
い
方
や
後
始
末
の
方
法

を
知
ら
な
い
と
、
火
災
や
事
故
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
次
の
決
ま
り

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
５
つ
の
決
ま
り

①
風
の
強
い
日
に
は
花
火
を
し
な
い
。

②
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い

　
安
全
な
場
所
で
行
う
。

③
子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な
い
。

④
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意

　
す
る
。

⑤
近
所
の
家
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

　
う
気
を
付
け
る
。

※	

花
火
の
際
に
使
用
す
る
ラ
イ
タ
ー

や
マ
ッ
チ
な
ど
は
、
子
ど
も
が
興

味
本
位
で
使
用
し
、
火
災
に
至
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
喫
煙

さ
れ
る
方
も
含
め
て
、
子
ど
も
の

手
が
届
か
な
い
よ
う
管
理
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
!!

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
消
防
署	

☎
83
―

４
１
０
０

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成27年４月末現在)

区　分 管		内 会津坂下町 区　分 管		内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい

空き巣ねらい 車 上 ね ら い 1 1

忍 び 込 み ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い

出 店 荒 し 強制わいせつ

自 動 車 盗 街頭犯罪合計 1 1

オートバイ盗 その他刑法犯等 23 20

自 転 車 盗 1 1 全 刑 法 犯 26 23

注　

意

㈱あいづダストセンター
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神 461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯 4330-23 TEL 0241-42-2890

　
悪
質
商
法
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
最
近
、
新
聞
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
で

よ
く
目
に
す
る
、
株
や
事
業
投
資
な

ど
の
金
融
商
品
名
目
の
詐
欺
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
詐
欺
の
手
口
は
、
投
資
会
社
な
ど

を
名
乗
る
者
が
突
然
電
話
を
か
け
て

き
て
、「
将
来
有
望
な
会
社
の
株
を

購
入
し
ま
せ
ん
か
。
必
ず
儲
か
り
ま

す
よ
。」
な
ど
と
、
架
空
の
株
取
り

引
き
を
勧
誘
し
た
り
、「
海
外
の
事

業
に
投
資
し
ま
せ
ん
か
。
高
い
配
当

金
が
も
ら
え
、
元
本
も
保
証
さ
れ
ま

す
よ
。」
な
ど
と
、
存
在
し
な
い
事

業
へ
の
投
資
話
な
ど
を
持
ち
か
け
る

手
口
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
中
に
は
、
過
去
に
同
様
の
被
害
に

あ
っ
た
方
に
対
し
て
、「
被
害
金
を

取
り
戻
し
て
あ
げ
ま
す
よ
。」
な
ど

と
勧
誘
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た

　

め
の
ポ
イ
ン
ト

◎
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
悪
質
業
者
は
、

　
う
・
そ
・
つ
・
き
！
」

う 

う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い
！

　
う
ま
い
話
、
絶
対
も
う
か
る
話
に

は
、
必
ず
大
き
な
落
と
し
穴
…

そ 

そ
う
だ
ん
す
る
！

　
ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
、
家
族
・
知

人
・
相
談
機
関
に
相
談
を

つ 

つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
！
す

ぐ
に
契
約
し
な
い
！

　
悪
徳
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
す
ぐ

に
契
約
す
る
よ
う
に
せ
ま
っ
て
き
ま

す
。

き 

き
っ
ぱ
り
！
は
っ
き
り
！
断
る
！

　
あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
、
キ
ッ

パ
リ
！
ハ
ッ
キ
リ
！
断
る
！

国勢調査が実施されます！
　平成27年10月１日現在で国勢調査が実施されます。国勢調査は、国内の人口や世帯の実態を明らか

にするために、日本に普段住んでいるすべての人を対象として行われる重要な調査です。

　今回の国勢調査では新たにパソコンやスマートフォンからも回答できるオンライン調査が取り入れ

られ、従来の調査に比べると回答する際の負担が少なくなります。

　調査を進めるにあたってはみなさまのご協力が不可欠となりますので、どうぞよろしくお願いします。

今後、広報誌では国勢調査の実施に関しての情報を順次掲載していきます。ぜひご覧ください！

【問い合わせ先】政策財務課　政策企画班　☎８４－１５０４
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注
　
意

○申し込みは原則、�土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○�「申込」�の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

すこやかキッズ

６月11日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

場　健康管理センター

問　☎ 83―1000

対　０～２歳の子どもと保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物・バスタオル

内　ふれあい遊び・ベビーマッサージ

※予防接種前後２４時間はベビーマッサージ

　ができませんのでご注意ください。

６月25日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　２歳～幼稚園入園前の子どもと保護者

持　オムツ・飲み物

内　工作「牛乳パックで何ができるかな？」

　　他

７月９日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　０～２歳の子どもと保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物

内　ふれあい遊び

入園前のお子さん

幼稚園に

遊びに来てね♪

６月17日(水)

午前９時30分　　

　　　～11時30分

幼稚園の友だちと

楽しく

遊びましょう

場 問 坂下南幼稚園

　　  ☎ 83―2410

　　  坂下東幼稚園

　　  ☎ 83―8590

それぞれの地区のお子さ

んを受け入れます。

対　町内在住の未就園のお子さんです。

期　今年度２回目の園開放になります。

≪注意事項≫

○南幼稚園は、旧金上小学校の仮園舎で行い

　ます。

○ご家族の方の付き添いをお願いします。

○動きやすい服装でおいでください。

○食べ物やおもちゃは持ってこないでください。

司法書士・

土地家屋調査士

による

法律相談会

７月２日(木)

午前９時30分　　

　　　　　～正午

場　町民体育館

問　生活課戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　坂下コミュニティセンタ－

　　☎ 83―0522

内　財産、土地家屋問題などに関する困りご

　　との相談に応じます。

わくわく☆

ドキドキ☆

楽しい広場

（保育所開放日)

７月７日(火)

午前９時～11時

場　ばんげ保育所

問　☎ 83―3202

対　町内在住の小学校入学前のお子さんです。

内　☆七夕まつり会に一緒に参加しませんか？

　　　お星さまに願いが届きますように…

※飲み物は、各自持参してください。

人権・行政

合同相談会

７月７日(火)

午前10時　　　　

　　　～午後３時

場　町民体育館

問　生活課戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　坂下コミュニティセンタ－ 

　　☎ 83―0522

内　暴力をふるわれたなど、人権に関するこ

　　とや行政に関する苦情等への相談に応じ

　　ます。

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝期日　費＝参加費　対＝対象者　申＝申込
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【問い合わせ先】　生活課　保険年金班　☎８４－１５０１　健康管理センター　☎８３－１０００

　「健診を受けましょう！」とよく言われます。多くの方が健診を受ければ、家計の

出費を減らすことにも結び付けられる理由を考えてみましょう。

①　健診を受ける。（“無料”で受けられます！一部負担して頂くものもあります。）

②　健康状態（の推移）を把握できる。（毎年受診することが大事です。）

③　将来発症しそうな疾病の予防や疾病の重症化を予防できる。

④　疾病予防により、治療費や薬代を減らせる。【出費の減】

⑤　治療費や薬代などの医療費が減るので、国保税も抑えられる。【出費の減】

必ずしもこのとおりになるとは限りませんが、考え方としては十分成り立つのではないでしょうか。

　「健診なんか受けなくても定期的に通院しているから大丈夫だ。」「病気になったら病院に行けばいい。」

とはよく耳にする話です。しかし、定期的な通院だけでは見つけられないことがあるばかりか、気が

ついたら大病を患っていた・・・なんていうことも多々あるようです。

　

　一方で、「医療費が高いなぁ。」「国保税もっと安くならないかなぁ。」との声もよく耳にします。「健

診は時間がかかるし、面倒くさくて受診したくない。」というのも正直な気持ちとして理解できます。

しかし、健康を損ねて改めて“健康のありがたさ”を実感するということも少なくありません。当た

り前のことだと感じてしまいがちな健康を、少しでも長く、少しでも良い状態で保つことは、豊かな

人生を送る上では不可欠なことです。その上、出費も抑えられるようになればこんなにいいことはあ

りませんよね。

　昨年から、全国的に健診・医療・介護のデータを蓄積して分析できるシステムが稼働するようにな

り、健診を定期的に受けて頂くことで、健診結果データなどを蓄積して、疾病の予測や重症化を予防

する環境が整いつつあります。健診と医療の情報を関連付けて詳しく分析することにより、これに基

づく保健指導をより効果的・効率的に行えるようになってきました。健康的な生活を長く送ることが

できるよう、町民のみなさんと町とで一緒に取り組みましょう。

　７月から総合健（検）診が始まります。特定健康診査は希望の有無に

関わらず、すべての国民健康保険加入者が対象となります。年に１度の

健診の機会ですので、忘れずに受診しましょう。

　定期的に通院している方も、そうでない方も、健康を保持して豊かな

生活を送られるように、ぜひ健診を受けましょう！

健康診査を受けると出費を減らせる!?
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6 月の保健ガイド
健康管理センター　☎83－1000

６月13日(土) ～７月14日(火)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（５月１日現在）

人　口………16,276人（－ 24）

　男　………  7,775人（－ 16）

　女　………  8,501人（－　8）

世帯数………  5,447戸（＋ 17）

今月の納税【納期限６月30日(火)】

●町県民税

●上･下水道･農業集落排水使用料

●住宅使用料

●児童福祉負担金

【休日の水道修理当番】

休日は下記に問い合わせください

　建設課　上下水道班

☎ 84―1530

4/21 ～ 5/20届出分

戸籍の窓口

※　掲載を希望されない方は 「戸籍
　の届書」 を提出する際に、戸籍の
　担当に申し出てください。 

お誕生おめでとう

哀悼の意を表します

乳幼児健康診査
場　　所　健康管理センター

持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳

受付時間　午後１時～１時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

４か月児 ７月７日（火）
平成27年２月15日

～３月14日生

10か月児 ７月14日（火） 平成26年８月・９月生

１歳６か月児 ７月10日（金） 平成25年12月・平成26年１月生

３歳６か月児 ６月19日（金） 平成23年12月・平成24年１月生

むし歯予防フッ素塗布
場　　所　健康管理センター

持 参 品　母子健康手帳・フッ素塗布受診券

受付時間　午後１時～１時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

１歳

７月３日（金）

平成26年４月・５月生

２歳 平成25年６月・７月生

３歳 平成24年６月・７月生

４歳 平成23年８月・９月生

休日救急診療当番
 ※ 変更になる場合があります。

６月21日（日） 荒井医院 ☎83―2224

６月28日（日） 遠山眼科医院 ☎83―2011

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎83―3511

月　日 数値

５月１日 0.075 調査地点 数値 調査地点 数値

４月１日 0.072 坂 下 中 学 校 0.084 坂下南幼稚園 0.143

３月１日 0.065 坂下南小学校 0.115 坂下東幼稚園 0.103

２月１日 0.039 坂下東小学校 0.103 ばんげ保育所 0.071

１月１日 0.031 託児ルーム	もみの木 0.068 えくぼ遊育園 0.110

【役場周辺】 【学校等における測定結果（５月８日）】

マイクロシーベルト／時

▼問い合わせ先　総務課　危機管理班　☎84―1527

地　区　　　名　前� （保護者）

鉄砲町� 白　井　悠
ゆう

　翔
と

�（孝　貴）

新　町� 石　井　宗
そう

　佑
すけ

�（和　範）

新　町� 新井田　　　想
そう

�（　篤　）

青　津� 芥　川　紗
さ

　耶
や

�（　衛　）

新栄町� 佐　藤　頼
らい

　斗
と

�（修　一）

福　原� 千　　　清　一�（75歳）

桜木町� 齋　藤　タ　カ�（95歳）

茶屋町� 蓮　沼　　　明�（77歳）

立　川� 二　瓶　ミサヲ�（97歳）

古坂下� 遠　藤　弘　也�（53歳）

青　木� 佐　藤　豪　志�（82歳）

　原� 村　岡　秀　一�（73歳）

鉄砲町� 赤　城　ウタ子�（95歳）

御池田� 二　瓶　清　喜�（88歳）

勝　方� 渡　部　和　子�（85歳）

津　尻� 上　野　峯　子�（97歳）

村　田� 渡　部　　　勉�（82歳）

古坂下� 小　沼　格　治�（67歳）

蛭　川� 　　明　イチ子�（83歳）

束　原� 木　村　昭　子�（86歳）

洲　走� 田　部　義　一�（42歳）

牛　沢� 星　　　和　雄�（85歳）
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　５月３日（日）、快晴のなか町民体育館において開催されま

した。今年は、紙ヒコーキ飛ばし大会やご当地方言クイズ。

手づくりの牛乳パックコマとデコマグネット、食育コーナー

に囲碁ボールなど。盛りだくさんメニューに出店や坂下米の

おにぎりもあり、大勢の子どもたちが参加して、たくさんの

うれしい顔や笑い声があふれた１日でした。

　ぜひ、今度はお父さんとお母さんも参加してみてください。

　このイベントは中央公民館と７地区の地域づくり協議

会、スポーツクラブバンビィの共催で子どもたちの健や

かな成長を願い実施しています。

「デコマグネットつくり」「デコマグネットつくり」

「紙ヒコーキ飛ばし大会」「紙ヒコーキ飛ばし大会」

「食育コーナー」「食育コーナー」

「囲碁ボール」「囲碁ボール」

「出店」「出店」

真剣な顔で……
自分だけの、 とっておきのもの
真剣な顔で……
自分だけの、 とっておきのもの

遠くへ　遠くへ　もっと飛べ！
遠くへ　遠くへ　もっと飛べ！

ジュースは

砂糖が多く

はいってる

よーく、ねらいを決めて

しんちょうに…

ポテトにフランクフルト

焼き立てです！


